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特
別
記
事

竹
内
悠
君
学
位
請
求
論
文
審
査
報
告

Ⅰ　

本
論
文
の
構
成

　

竹
内
悠
君
よ
り
提
出
さ
れ
た
博
士
学
位
請
求
論
文
「
宇
宙
活
動
自

由
の
原
則
の
現
代
的
展
開
―
拡
大
す
る
商
業
宇
宙
利
用
に
対
す
る
現

行
法
上
の
限
界
」
の
構
成
は
以
下
の
と
お
り
で
あ
る
。

序　

章　

は
じ
め
に

第
1
部　

総　

論

第
1
章　

宇
宙
活
動
自
由
の
原
則
の
意
義

第
1
節　

対
象
活
動
の
意
義

第
2
節　

宇
宙
活
動
の
自
由
の
存
立
基
盤

第
2
章　

宇
宙
活
動
の
自
由
の
具
体
的
範
囲

第
1
節　

宇
宙
空
間
へ
の
ア
ク
セ
ス
の
自
由
の
範
囲

第
2
節　

平
和
目
的
利
用
の
範
囲

第
（
節　

非
国
家
主
体
に
よ
る
活
動
の
範
囲

第
1
款　

宇
宙
活
動
に
お
け
る
国
際
責
任
の
意
義

第
2
款　

宇
宙
活
動
に
対
す
る
国
家
管
轄
権
の
意
義

第
（
款　

非
国
家
主
体
に
よ
る
活
動
に
許
容
さ
れ
た
活
動

範
囲

第
4
節　

新
た
な
規
範
の
発
展
と
役
割

第
（
節　

小　

括

第
2
部　

各　

論

第
（
章　

国
際
宇
宙
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
を
用
い
た
商
業
宇
宙
活
動

に
対
す
る
自
由
の
範
囲

第
1
節　

Ｉ
Ｓ
Ｓ
の
商
業
宇
宙
活
動

第
2
節　

非
国
家
主
体
の
活
動
が
可
能
な
範
囲

第
1
款　

Ｉ
Ｓ
Ｓ
か
ら
の
宇
宙
物
体
の
放
出

第
2
款　

高
解
像
度
地
球
観
測

第
（
款　

船
内
利
用
、
商
業
宇
宙
ス
テ
ー
シ
ョ
ン

第
（
節　

小　

括

第
4
章　

新
た
な
軌
道
の
利
用
方
法
を
用
い
た
商
業
宇
宙
活
動

に
対
す
る
自
由
の
範
囲

第
1
節　

軌
道
利
用
活
動
の
新
し
い
潮
流

第
2
節　

非
国
家
主
体
の
活
動
が
可
能
な
範
囲

第
1
款　

小
型
衛
星
コ
ン
ス
テ
レ
ー
シ
ョ
ン

第
2
款　

軌
道
上
サ
ー
ビ
ス
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第
（
款　

宇
宙
状
況
監
視
（
Ｓ
Ｓ
Ａ
）
サ
ー
ビ
ス

第
（
節　

小　

括

第
（
章　

将
来
の
商
業
宇
宙
活
動
構
想
に
対
す
る
自
由
の
範
囲

第
1
節　

活
動
の
概
要

第
2
節　

非
国
家
主
体
の
活
動
が
可
能
な
範
囲

第
（
節　

小　

括

終　

章　

お
わ
り
に

参
考
文
献
一
覧

参
考
資
料
1　

国
内
法
令
に
お
け
る
許
認
可
関
連
基
準
（
要
約
）

参
考
資
料
2　

Ｉ
Ｓ
Ｓ
か
ら
の
放
出
物
体
一
覧

Ⅱ　

本
論
文
の
概
要

1　

問
題
の
所
在

　

本
論
文
は
、
活
動
開
始
後
早
い
時
期
に
確
立
し
た
と
さ
れ
る
宇
宙

活
動
自
由
の
原
則
の
内
容
が
、
活
動
の
進
展
に
伴
い
ど
の
よ
う
に
明

確
化
さ
れ
て
き
た
か
を
検
討
す
る
も
の
で
あ
る
。
一
九
五
七
年
に
世

界
で
初
め
て
人
工
衛
星
が
打
上
げ
ら
れ
て
以
降
の
宇
宙
空
間
の
探

査
・
利
用
に
つ
い
て
の
法
形
成
は
早
く
、
一
九
六
〇
年
代
に
は
、
宇

宙
活
動
自
由
の
原
則
が
確
立
し
た
と
さ
れ
る
。
し
か
し
、
そ
の
具
体

的
な
内
容
に
つ
い
て
は
必
ず
し
も
明
確
で
は
な
く
、
一
九
六
七
年
に

発
効
し
た
「
月
そ
の
他
の
天
体
を
含
む
宇
宙
空
間
の
探
査
及
び
利
用

に
お
け
る
国
家
活
動
を
律
す
る
原
則
に
関
す
る
条
約
」（「
宇
宙
条

約
」）
第
一
条
は
、
す
べ
て
の
国
の
利
益
の
た
め
に
行
う
活
動
で
あ

る
と
い
う
留
保
は
付
す
も
の
の
、
宇
宙
空
間
は
、
す
べ
て
の
国
が
い

か
な
る
差
別
も
な
く
、
平
等
に
、
か
つ
、
国
際
法
に
従
っ
て
自
由
に

探
査
し
か
つ
利
用
す
る
こ
と
が
で
き
る
空
間
で
あ
り
、
ま
た
、
天
体

の
す
べ
て
の
地
域
へ
の
立
入
り
は
自
由
で
あ
る
、
と
規
定
す
る
の
み

で
あ
っ
た
。
一
九
九
〇
年
代
以
前
は
、
宇
宙
活
動
を
実
施
す
る
国
は

緩
や
か
に
増
加
し
て
い
っ
た
も
の
の
、
い
ま
だ
国
家
主
体
の
探
査
や

通
信
、
気
象
観
測
な
ど
の
実
利
用
が
中
心
で
、
宇
宙
活
動
の
自
由
の

内
容
と
そ
の
限
界
に
つ
い
て
の
明
確
化
が
要
請
さ
れ
る
こ
と
は
な
か

っ
た
。
一
九
九
〇
年
代
以
降
、
民
間
企
業
が
主
体
と
な
る
宇
宙
活
動

が
本
格
化
し
、
特
に
二
〇
一
〇
年
代
に
は
宇
宙
条
約
の
採
択
当
時
に

は
予
想
さ
れ
て
い
な
か
っ
た
新
た
な
商
業
活
動
が
次
々
に
出
現
す
る

こ
と
に
よ
り
、
宇
宙
活
動
自
由
の
原
則
の
具
体
的
な
内
容
の
明
確
化

が
必
要
と
さ
れ
る
状
況
が
出
現
し
た
。

　

本
論
文
は
、
宇
宙
の
探
査
利
用
に
お
け
る
国
家
実
行
が
積
み
重
な

り
国
際
宇
宙
法
規
則
が
発
展
す
る
中
で
宇
宙
活
動
自
由
の
原
則
の
制

約
が
拡
大
し
た
と
い
う
前
提
に
基
づ
く
。
そ
し
て
、
そ
の
自
由
の
限

界
線
は
、
特
に
国
際
宇
宙
法
の
発
展
を
取
り
入
れ
て
宇
宙
活
動
先
進

国
が
民
間
活
動
を
規
律
す
る
た
め
に
整
備
し
た
国
内
宇
宙
法
の
内
容

に
具
体
化
さ
れ
て
い
る
と
仮
定
し
、
代
表
的
な
国
内
法
の
共
通
要
素
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を
精
査
す
る
こ
と
に
よ
り
、
二
〇
二
〇
年
代
に
お
け
る
宇
宙
活
動
の

自
由
の
内
容
と
そ
の
限
界
を
明
確
化
し
よ
う
と
す
る
も
の
で
あ
る
。

　

第
1
部
（
総
論
）
は
、
初
期
の
宇
宙
探
査
・
利
用
と
と
も
に
国
連

で
始
ま
っ
た
国
際
宇
宙
法
形
成
過
程
を
踏
ま
え
、
そ
の
後
の
宇
宙
活

動
の
発
展
や
国
連
内
外
で
の
宇
宙
法
の
発
展
、
関
連
国
内
宇
宙
法
の

制
定
を
通
じ
て
、
宇
宙
活
動
自
由
の
原
則
の
限
界
線
が
ど
の
よ
う
に

変
化
し
て
い
っ
た
の
か
を
研
究
す
る
も
の
で
あ
る
。
第
2
部
（
各

論
）
は
、
近
年
、
軌
道
上
で
の
新
た
な
商
業
宇
宙
活
動
が
急
速
に
発

展
し
て
い
る
こ
と
に
注
目
し
、
こ
れ
ら
の
活
動
に
対
す
る
国
際
宇
宙

法
、
国
内
宇
宙
法
に
よ
る
規
制
の
態
様
を
実
証
的
に
検
討
す
る
こ
と

に
よ
り
、
現
代
の
宇
宙
活
動
の
自
由
の
内
容
を
明
確
化
し
、
今
後
の

展
開
に
つ
い
て
分
析
し
た
。
そ
し
て
、
新
た
な
活
動
に
つ
い
て
の
法

的
検
討
の
結
果
と
し
て
、
個
々
の
活
動
に
お
け
る
自
由
の
限
界
線
を

記
載
し
つ
つ
、
論
文
の
副
題
で
あ
る
「
拡
大
す
る
商
業
宇
宙
利
用
に

対
す
る
現
行
法
上
の
限
界
」
が
示
唆
す
る
よ
う
に
、
宇
宙
活
動
の
自

由
の
限
界
線
が
明
確
に
で
き
る
活
動
と
必
ず
し
も
明
確
化
さ
れ
た
と

は
い
え
ず
、
今
後
の
法
形
成
が
望
ま
れ
る
活
動
の
そ
れ
ぞ
れ
を
呈
示

し
た
。

2　

第
1
部
（
総
論
）　

国
際
宇
宙
法
に
お
け
る
事
前
統
制
機
能
と

事
後
統
制
機
能

　

第
1
部
は
「
総
論
」
と
し
て
宇
宙
活
動
自
由
の
原
則
の
存
立
基
盤

と
そ
の
具
体
的
内
容
の
進
展
を
国
際
宇
宙
法
の
全
領
域
に
関
す
る
文

献
を
渉
猟
し
て
研
究
す
る
も
の
で
あ
る
。
宇
宙
空
間
は
国
家
に
よ
る

取
得
の
対
象
と
は
な
ら
な
い
、
と
い
う
原
則
は
、
一
九
六
三
年
の
国

連
総
会
決
議
（「
宇
宙
法
原
則
宣
言
」）
を
経
て
、
宇
宙
条
約
（
第
二

条
）
で
確
定
し
、
現
在
は
宇
宙
条
約
の
非
当
事
国
も
拘
束
す
る
国
際

慣
習
法
で
あ
る
と
考
え
ら
れ
て
い
る
。
い
ず
れ
の
国
も
領
有
権
を
も

た
な
い
と
い
う
点
に
宇
宙
空
間
と
公
海
の
地
位
の
類
似
性
を
求
め
、

宇
宙
活
動
の
自
由
を
公
海
の
自
由
の
ア
ナ
ロ
ジ
ー
で
理
解
し
よ
う
と

試
み
ら
れ
る
こ
と
が
し
ば
し
ば
あ
る
が
、
本
論
文
は
こ
の
考
え
を
否

定
す
る
。
そ
の
理
由
は
、
公
海
の
自
由
は
、
国
家
管
轄
権
が
行
使
さ

れ
る
国
家
領
域
と
は
性
質
の
異
な
る
特
殊
な
場
所
と
し
て
、
主
と
し

て
沿
岸
国
が
有
す
る
利
益
と
の
調
整
の
結
果
と
し
て
発
展
し
て
き
た

も
の
で
あ
る
の
に
対
し
、
宇
宙
空
間
に
は
国
家
管
轄
権
が
行
使
さ
れ

る
場
所
が
皆
無
で
あ
り
、
沿
岸
国
に
該
当
す
る
国
と
の
管
轄
権
調
整

に
よ
り
適
法
な
活
動
内
容
が
定
ま
る
場
所
で
は
な
い
か
ら
で
あ
る
。

宇
宙
条
約
は
、
宇
宙
空
間
の
領
有
権
を
明
確
に
否
定
す
る
が
（
第
二

条
）、
宇
宙
空
間
の
自
由
の
内
容
と
行
使
の
態
様
の
限
界
に
つ
い
て

の
規
定
は
な
い
。
宇
宙
条
約
で
は
、
宇
宙
活
動
の
自
由
を
、「
月
そ

の
他
の
天
体
を
含
む
宇
宙
空
間
の
探
査
及
び
利
用
は
、
―
―
全
人
類

に
認
め
ら
れ
る
活
動
分
野
で
あ
」（
第
一
条
一
項
）
り
、「
月
そ
の
他
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の
天
体
を
含
む
宇
宙
空
間
は
、
―
―
自
由
に
探
査
し
及
び
利
用
す
る

こ
と
が
で
き
る
も
の
と
」（
第
一
条
二
項
）
す
る
、
と
規
定
す
る
の

み
で
あ
る
。
本
論
文
で
は
、
活
動
開
始
初
期
の
「
科
学
的
に
宇
宙
空

間
の
射
程
を
捉
え
る
こ
と
が
困
難
な
状
況
下
で
、
現
地
点
で
人
類
に

可
能
な
活
動
範
囲
と
し
て
の
宇
宙
活
動
に
対
し
て
の
自
由
」（
竹
内
、

一
二
頁
）
を
許
容
し
た
こ
と
が
宇
宙
条
約
の
意
義
で
あ
り
、
具
体
的

な
自
由
の
内
容
は
、
そ
の
後
の
活
動
の
発
展
に
伴
う
国
際
法
規
制
に

よ
り
明
確
化
さ
れ
て
い
く
予
定
で
あ
っ
た
、
と
説
明
す
る
。

　

第
2
章
は
、
そ
の
前
提
に
た
ち
、
一
九
五
七
年
か
ら
現
在
に
到
る

ま
で
の
期
間
に
、
宇
宙
活
動
の
自
由
の
具
体
的
な
範
囲
は
ど
の
よ
う

な
も
の
と
認
識
さ
れ
て
き
た
か
を
、
三
つ
の
論
点
か
ら
明
ら
か
に
し

よ
う
と
す
る
。
第
一
の
論
点
は
、
宇
宙
空
間
へ
の
ア
ク
セ
ス
の
自
由

の
有
無
で
あ
る
。
国
連
宇
宙
諸
条
約
に
は
こ
の
点
に
つ
い
て
の
規
定

は
な
い
。
ま
た
、
宇
宙
活
動
の
初
期
に
は
、
他
国
の
領
空
を
通
過
す

る
こ
と
な
く
、
自
国
領
域
内
の
射
場
か
ら
衛
星
を
搭
載
し
た
ロ
ケ
ッ

ト
を
打
ち
上
げ
る
こ
と
が
で
き
る
国
家
の
み
が
打
ち
上
げ
能
力
を
保

有
し
て
い
た
た
め
、
問
題
が
顕
在
化
し
た
の
は
、
ロ
ケ
ッ
ト
打
上
げ

能
力
が
拡
散
し
て
い
っ
た
一
九
八
〇
年
代
後
半
以
降
で
あ
る
。
本
論

文
は
、
国
連
宇
宙
空
間
平
和
利
用
委
員
会
（
Ｃ
Ｏ
Ｐ
Ｕ
Ｏ
Ｓ
）
法
律

小
委
員
会
内
外
で
の
議
論
や
学
説
、
国
家
実
行
な
ど
を
調
査
し
、
宇

宙
空
間
へ
の
ア
ク
セ
ス
、
す
な
わ
ち
宇
宙
の
探
査
・
利
用
を
行
う
た

め
に
他
国
の
領
空
を
当
該
国
の
同
意
な
く
通
過
す
る
こ
と
は
宇
宙
活

動
の
自
由
の
原
則
に
含
ま
れ
る
権
利
と
し
て
宇
宙
活
動
国
に
認
め
ら

れ
た
こ
と
は
な
い
と
い
う
結
論
を
得
た
。
第
二
の
論
点
は
平
和
的
利

用
の
範
囲
で
あ
る
。
宇
宙
条
約
四
条
の
規
定
か
ら
は
「
平
和
的
利

用
」
の
含
意
は
明
ら
か
で
は
な
い
が
、
一
九
六
三
年
ま
で
に
米
国
と

ソ
連
の
間
で
は
、
平
和
的
利
用
と
は
「
非
侵
略
」
の
利
用
で
あ
る
と

い
う
了
解
が
成
立
し
、
国
家
実
行
上
、
ほ
ぼ
す
べ
て
の
宇
宙
活
動
国

に
踏
襲
さ
れ
て
い
る
。
ま
た
、
一
九
八
〇
年
代
以
降
の
軍
縮
会
議
や

国
連
総
会
で
の
宇
宙
安
全
保
障
の
議
論
な
ど
か
ら
、
平
和
的
利
用
は

非
侵
略
利
用
を
意
味
す
る
と
い
う
解
釈
は
一
九
六
〇
年
代
か
ら
変
わ

ら
な
い
こ
と
が
わ
か
る
。
宇
宙
条
約
第
四
条
に
規
定
す
る
大
量
破
壊

兵
器
配
置
（
天
体
お
よ
び
空
間
）
の
禁
止
や
部
分
的
核
実
験
禁
止
条

約
に
基
づ
く
宇
宙
空
間
で
の
核
実
験
の
禁
止
を
除
き
、
自
衛
権
の
範

囲
内
の
軍
事
活
動
は
、
国
際
宇
宙
法
で
は
一
応
は
宇
宙
活
動
の
自
由

の
範
囲
に
入
る
こ
と
が
本
論
文
で
は
、
結
論
づ
け
ら
れ
た
。「
一
応

は
」、
と
い
う
の
は
、
軍
事
利
用
の
具
体
的
な
や
り
か
た
に
よ
っ
て

は
、
他
国
の
宇
宙
活
動
に
対
す
る
妥
当
な
考
慮
が
欠
け
て
い
た
と
判

断
さ
れ
る
場
合
や
、「
有
害
な
干
渉
」
が
認
定
さ
れ
、
そ
の
合
法
性

が
否
定
さ
れ
る
場
合
も
あ
り
得
る
か
ら
で
あ
る
。
第
三
の
論
点
は
、

企
業
を
は
じ
め
と
す
る
非
政
府
団
体
に
よ
る
自
由
な
活
動
の
範
囲
で

あ
る
。
こ
の
論
点
を
研
究
す
る
こ
と
が
重
要
な
の
は
、
一
九
八
〇
年
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代
末
期
か
ら
急
速
に
民
間
の
宇
宙
活
動
が
さ
か
ん
に
な
っ
て
い
っ
た

こ
と
と
と
も
に
、
宇
宙
条
約
第
六
条
が
特
異
な
制
度
を
設
け
て
い
る

か
ら
で
あ
る
。
同
条
は
、
非
政
府
団
体
の
宇
宙
活
動
で
あ
っ
て
も
国

家
の
活
動
と
同
視
し
、
国
家
が
直
接
に
非
政
府
団
体
の
宇
宙
活
動
に

国
際
的
責
任
を
有
す
る
と
規
定
す
る
こ
と
か
ら
、
国
は
、
第
一
に
非

政
府
団
体
が
国
際
法
に
合
致
す
る
宇
宙
活
動
を
行
う
こ
と
を
確
保
す

る
責
任
を
有
し
、
非
政
府
団
体
が
そ
れ
に
違
反
し
た
場
合
は
、
国
際

慣
習
法
上
の
国
際
責
任
法
に
従
っ
て
責
任
を
解
除
す
る
義
務
を
有
す

る
と
解
さ
れ
て
い
る
。
な
お
、
国
際
法
遵
守
を
確
保
す
る
た
め
の
方

法
は
宇
宙
条
約
第
六
条
で
は
「
許
可
及
び
継
続
的
監
督
」
と
規
定
さ

れ
、
国
家
実
行
と
し
て
は
、
一
般
に
非
政
府
団
体
の
活
動
が
さ
か
ん

に
な
る
と
、
あ
る
時
点
で
、
国
内
宇
宙
法
を
制
定
し
、
許
認
可
・
監

督
を
行
う
こ
と
と
な
る
。
本
論
文
で
は
、
宇
宙
活
動
の
自
由
と
の
関

係
で
、
国
家
が
行
う
許
可
・
監
督
を
「
事
前
統
制
機
能
」
と
名
づ
け

て
い
る
。
ま
た
、
国
連
宇
宙
諸
条
約
に
よ
り
、
宇
宙
物
体
（
宇
宙
に

導
入
さ
れ
た
人
工
物
の
総
称
）
が
地
上
や
宇
宙
空
間
で
引
き
起
こ
す

物
理
的
損
害
に
つ
い
て
は
、
多
く
の
場
合
、
宇
宙
条
約
第
七
条
お
よ

び
宇
宙
損
害
責
任
条
約
に
従
い
、
加
害
者
で
あ
る
「
打
上
げ
国
」
と

い
う
類
型
の
国
が
、
地
上
損
害
に
お
い
て
は
物
理
的
な
被
害
を
受
け

た
国
、
宇
宙
空
間
の
場
合
は
被
害
者
で
あ
る
「
打
上
げ
国
」
に
対
し

て
、
賠
償
責
任
を
負
う
仕
組
み
が
創
設
さ
れ
て
い
る
が
、
本
論
文
は

こ
れ
を
、
慣
習
国
際
法
に
基
づ
く
損
害
賠
償
に
よ
る
も
の
と
併
せ
、

宇
宙
活
動
の
自
由
に
対
す
る
「
事
後
統
制
機
能
」
と
称
し
て
い
る
。

そ
し
て
、
事
前
統
制
機
能
と
し
て
運
用
さ
れ
て
い
る
国
内
宇
宙
活
動

法
規
則
が
事
後
統
制
機
能
と
し
て
の
国
際
責
任
お
よ
び
国
際
賠
償
責

任
の
要
件
の
判
断
基
準
と
な
る
と
す
る
。
し
た
が
っ
て
、
宇
宙
活
動

の
自
由
の
範
囲
は
各
国
の
主
観
と
し
て
は
、
国
内
法
で
許
認
可
を
必

要
と
す
る
活
動
で
あ
り
、
自
由
の
限
界
線
を
担
保
す
る
の
が
、
活
動

の
違
反
が
あ
り
、
ま
た
は
損
害
が
生
じ
た
場
合
に
是
正
措
置
を
取
る

た
め
の
事
後
統
制
機
能
と
な
る
。
各
国
の
国
内
法
に
一
定
以
上
の
調

和
が
み
ら
れ
、
類
似
の
慣
行
が
形
成
さ
れ
る
な
ら
ば
、
そ
こ
に
自
由

の
限
界
線
が
見
出
さ
れ
る
の
で
は
な
い
か
、
と
い
う
の
が
本
論
文
の

方
法
論
で
あ
る
。

　

第
2
章
の
後
半
で
は
、
主
要
な
宇
宙
活
動
国
の
許
認
可
基
準
の
比

較
検
討
が
行
わ
れ
て
い
る
。
一
般
に
先
進
的
宇
宙
活
動
国
は
独
立
し

た
国
内
宇
宙
活
動
法
の
有
無
を
問
わ
ず
、
二
〇
一
三
年
の
国
連
総
会

決
議
「
宇
宙
活
動
の
た
め
の
国
内
立
法
国
連
勧
告
」
に
規
定
さ
れ
る

許
認
可
基
準
を
実
行
し
て
い
る
の
で
、
同
勧
告
に
規
定
す
る
宇
宙
活

動
と
さ
れ
る
対
象
活
動
、
許
認
可
申
請
主
体
、
規
制
枠
組
、
第
三
者

損
害
賠
償
制
度
（
保
険
）、
宇
宙
物
体
登
録
な
ど
は
、
事
前
統
制
基

準
の
大
枠
と
考
え
る
こ
と
が
で
き
る
。
本
論
文
で
特
に
詳
細
な
検
討

対
象
と
さ
れ
る
の
は
、
日
本
、
米
国
、
フ
ラ
ン
ス
、
英
国
の
国
内
法
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規
則
で
あ
る
。
網
羅
的
な
調
査
に
よ
ら
な
か
っ
た
こ
と
は
、
主
と
し

て
以
下
の
理
由
に
よ
る
。
宇
宙
活
動
国
と
し
て
は
ロ
シ
ア
と
中
国
の

存
在
を
無
視
す
る
こ
と
は
で
き
な
い
が
、
両
国
と
も
国
家
自
ら
、
ま

た
は
国
営
企
業
が
宇
宙
活
動
の
主
体
で
あ
り
、
民
間
の
商
業
活
動
の

許
認
可
、
監
督
制
度
が
未
成
熟
で
あ
る
点
を
挙
げ
る
こ
と
が
で
き
る
。

ま
た
、
国
内
法
こ
そ
も
つ
も
の
の
、
ロ
シ
ア
法
は
許
認
可
手
続
や
監

督
の
方
法
に
つ
い
て
の
詳
細
な
規
則
を
も
た
ず
、
行
政
指
導
に
依
存

す
る
部
分
が
大
き
い
。
そ
し
て
、
中
国
は
国
内
宇
宙
法
自
体
を
保
有

し
な
い
。
逆
に
前
出
の
日
米
仏
英
は
、
詳
細
な
法
律
と
下
部
規
則
で

の
許
認
可
・
監
督
手
続
を
公
開
し
て
お
り
、
そ
れ
に
よ
り
二
〇
一
三

年
の
国
連
勧
告
の
内
容
を
超
え
る
宇
宙
ゴ
ミ
（
ス
ペ
ー
ス
デ
ブ
リ
）

低
減
の
努
力
義
務
や
、
同
勧
告
に
は
な
い
打
上
げ
に
伴
う
環
境
保
護

規
制
な
ど
が
許
認
可
要
件
と
な
っ
て
い
る
こ
と
が
わ
か
る
。
本
論
文

で
は
、
法
律
と
そ
の
下
部
規
則
で
要
求
す
る
ロ
ケ
ッ
ト
打
ち
上
げ
や

宇
宙
機
運
用
、
再
突
入
に
関
す
る
ス
ペ
ー
ス
デ
ブ
リ
低
減
策
の
基
準

値
や
第
三
者
賠
償
制
度
な
ど
の
文
献
調
査
を
行
い
、
特
に
二
〇
一
〇

年
か
ら
国
連
Ｃ
Ｏ
Ｐ
Ｕ
Ｏ
Ｓ
な
ど
で
議
論
が
深
ま
っ
た
長
期
的
に
持

続
可
能
な
宇
宙
活
動
の
実
現
の
た
め
に
必
要
と
考
え
ら
れ
る
基
準
や

規
則
を
上
記
四
ヵ
国
の
許
認
可
付
与
規
則
が
摂
取
し
て
い
る
こ
と
、

ま
た
、
よ
り
重
要
な
点
と
し
て
、
四
ヵ
国
の
当
該
規
則
の
基
準
値
が

類
似
し
て
い
る
点
を
確
認
し
て
い
る
。
宇
宙
活
動
は
、
従
来
、
法
的

拘
束
力
を
も
た
な
い
国
連
内
外
の
国
際
基
準
も
国
内
許
認
可
規
則
に

取
り
入
れ
て
遵
守
す
る
慣
行
が
あ
っ
た
こ
と
に
よ
り
、
国
内
法
規
則

間
の
調
和
が
可
能
で
あ
っ
た
と
い
え
る
。
こ
の
よ
う
な
事
前
統
制
の

た
め
の
諸
基
準
は
実
質
的
に
は
、
宇
宙
活
動
の
自
由
を
制
限
す
る
も

の
と
し
て
機
能
す
る
か
も
し
れ
な
い
が
、
そ
れ
だ
け
で
は
、
国
際
法

と
し
て
宇
宙
活
動
自
由
の
内
容
が
明
確
化
さ
れ
、
自
由
の
限
界
線
が

定
ま
っ
た
と
ま
で
は
い
え
な
い
。
そ
の
た
め
、
本
論
文
で
は
、
宇
宙

活
動
の
自
由
の
限
界
線
を
明
ら
か
に
す
る
新
た
な
国
際
法
規
則
の
形

成
が
な
さ
れ
た
と
い
う
結
論
に
ま
で
は
結
び
つ
け
ず
、
将
来
の
慣
習

法
化
を
示
唆
す
る
に
と
ど
め
る
。

　

ま
た
、
本
論
文
で
は
、
調
和
し
、
相
当
部
分
共
通
す
る
国
内
法
・

許
認
可
規
則
と
い
う
事
前
統
制
機
能
の
役
割
と
し
て
、
適
切
な
ル
ー

ル
設
定
に
よ
り
、
新
た
な
形
態
の
宇
宙
活
動
が
促
進
さ
れ
る
と
い
う

可
能
性
を
指
摘
す
る
。
宇
宙
活
動
の
自
由
の
原
則
に
対
す
る
限
界
線

基
準
は
、
単
に
不
自
由
な
、
規
制
さ
れ
た
宇
宙
活
動
の
部
分
を
増
や

す
、
と
い
う
意
味
だ
け
で
は
な
く
、
個
々
の
活
動
者
に
と
っ
て
も
安

全
で
あ
り
、
将
来
の
活
動
国
も
含
め
、
世
界
の
宇
宙
活
動
国
全
体
か

ら
み
て
も
、
持
続
性
の
あ
る
活
動
と
す
る
た
め
に
貢
献
す
る
側
面
が

あ
る
こ
と
が
指
摘
さ
れ
て
い
る
。

（　

第
2
部
（
各
論
）　

軌
道
上
の
新
た
な
商
業
宇
宙
活
動
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第
2
部
は
、
二
〇
一
〇
年
代
以
降
開
始
し
た
軌
道
上
の
宇
宙
活
動

が
ど
の
よ
う
な
事
前
統
制
機
能
の
も
と
に
あ
る
の
か
を
具
体
的
に
検

証
し
、
そ
れ
を
受
け
て
発
展
す
る
可
能
性
の
あ
る
国
際
法
の
事
後
統

制
機
能
の
現
時
点
の
状
況
を
確
認
し
た
上
で
、
現
代
の
宇
宙
活
動
の

自
由
の
限
界
線
を
探
ろ
う
と
す
る
も
の
で
あ
る
。
新
し
い
活
動
と
し

て
は
、
第
（
章
で
国
際
宇
宙
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
（
Ｉ
Ｓ
Ｓ
）
を
用
い
た

商
業
活
動
、
第
4
章
で
Ｉ
Ｓ
Ｓ
上
の
活
動
以
外
の
新
規
事
業
と
し
て
、

衛
星
コ
ン
ス
テ
レ
ー
シ
ョ
ン
運
用
、
軌
道
上
の
宇
宙
機
の
修
理
や
燃

料
補
給
な
ど
の
軌
道
上
サ
ー
ビ
ス
、
お
よ
び
宇
宙
状
況
監
視
（
Ｓ
Ｓ

Ａ
）
サ
ー
ビ
ス
が
取
り
上
げ
ら
れ
て
い
る
。

　

Ｉ
Ｓ
Ｓ
は
米
ロ
欧
日
加
の
五
極
体
制
で
運
用
す
る
有
人
民
生
ス
テ

ー
シ
ョ
ン
で
、
科
学
実
験
を
通
じ
た
国
際
協
力
が
注
目
さ
れ
る
が
、

Ｉ
Ｓ
Ｓ
協
定
は
当
初
よ
り
Ｉ
Ｓ
Ｓ
の
商
業
利
用
を
予
定
す
る
条
項
を

設
け
て
お
り
、
宇
宙
観
光
や
実
験
設
備
利
用
な
ど
の
商
業
利
用
が
二

一
世
紀
に
入
り
行
わ
れ
る
よ
う
に
な
っ
て
い
た
。
Ｉ
Ｓ
Ｓ
協
定
は
五

極
が
そ
れ
ぞ
れ
一
定
の
居
住
棟
（
モ
ジ
ュ
ー
ル
）
を
提
供
し
、
そ
れ

を
宇
宙
物
体
登
録
し
、
自
国
が
提
供
し
た
宇
宙
物
体
と
そ
の
中
の
飛

行
士
に
対
し
て
管
轄
権
を
行
使
す
る
と
い
う
規
定
を
設
け
て
い
る
。

日
本
は
、「
き
ぼ
う
」
モ
ジ
ュ
ー
ル
の
構
成
部
分
を
三
回
に
分
け
て

米
国
か
ら
打
上
げ
、
三
つ
の
宇
宙
物
体
と
し
て
登
録
し
、
管
轄
権
を

行
使
す
る
。「
き
ぼ
う
」
モ
ジ
ュ
ー
ル
の
設
置
し
た
エ
ア
ロ
ッ
ク
か

ら
宇
宙
航
空
研
究
開
発
機
構
（
Ｊ
Ａ
Ｘ
Ａ
）
ま
た
は
米
国
ナ
ノ
ラ
ッ

ク
ス
社
の
小
型
衛
星
放
出
機
構
を
使
っ
て
、
小
型
衛
星
を
「
放
出
」

す
る
と
い
う
新
た
な
活
動
は
、
二
〇
一
二
年
に
開
始
し
、
二
〇
二
三

年
初
頭
ま
で
に
Ｊ
Ａ
Ｘ
Ａ
の
放
出
機
構
に
よ
る
も
の
が
七
二
機
、
ナ

ノ
ラ
ッ
ク
ス
社
の
放
出
機
構
か
ら
の
衛
星
軌
道
投
入
が
二
五
〇
機
を

超
え
る
も
の
と
な
っ
て
い
る
。
Ｊ
Ａ
Ｘ
Ａ
の
放
出
機
構
を
用
い
て
日

本
企
業
や
米
国
の
ナ
ノ
ラ
ッ
ク
ス
社
が
小
型
衛
星
を
放
出
し
た
こ
と

も
あ
り
、
ま
た
、
ナ
ノ
ラ
ッ
ク
ス
社
は
数
種
類
の
小
型
衛
星
放
出
機

構
を
用
い
て
い
る
。
さ
ら
に
、
Ｊ
Ａ
Ｘ
Ａ
の
放
出
機
構
は
国
連
宇
宙

部
と
Ｊ
Ａ
Ｘ
Ａ
の
共
同
事
業
に
も
利
用
さ
れ
て
い
る
。
ま
た
、
Ｊ
Ａ

Ｘ
Ａ
の
放
出
機
構
が
放
出
し
た
衛
星
は
必
ず
し
も
日
本
領
域
か
ら
Ｉ

Ｓ
Ｓ
に
運
ば
れ
る
と
は
限
ら
ず
、
米
国
領
域
内
か
ら
打
ち
上
げ
ら
れ

る
場
合
も
あ
る
。
こ
の
よ
う
に
、
宇
宙
損
害
責
任
条
約
や
宇
宙
物
体

登
録
条
約
で
の
定
義
上
は
、
施
設
打
上
げ
国
と
な
る
可
能
性
も
あ
る

「
き
ぼ
う
」
か
ら
の
衛
星
放
出
に
関
す
る
法
的
関
係
は
必
ず
し
も
単

純
で
は
な
い
。
宇
宙
活
動
の
自
由
と
の
関
連
で
問
題
と
な
る
の
は
、

国
連
宇
宙
諸
条
約
が
定
め
る
打
上
げ
国
の
う
ち
の
一
国
が
宇
宙
物
体

を
登
録
し
、
登
録
国
が
当
該
宇
宙
物
体
に
管
轄
権
・
管
理
を
行
使
す

る
、
と
い
う
仕
組
み
が
Ｉ
Ｓ
Ｓ
か
ら
の
「
放
出
」（
そ
も
そ
も
「
打

上
げ
」
と
い
う
用
語
が
使
わ
れ
て
い
な
い
）
に
適
用
さ
れ
得
る
の
か
、

と
い
う
点
を
含
む
。
本
論
文
で
は
、
合
計
三
〇
〇
機
を
超
え
る
小
型
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衛
星
放
出
の
登
録
実
行
等
を
網
羅
的
に
調
査
し
、
衛
星
運
用
者
の
国

籍
国
（「
打
上
げ
を
行
わ
せ
る
国
」
に
該
当
。
以
下
「
衛
星
運
用

国
」）
が
登
録
す
る
場
合
が
多
い
こ
と
や
、
領
域
打
上
げ
国
の
認
定

は
難
し
く
な
い
こ
と
か
ら
、
ま
た
、
活
動
の
形
態
か
ら
い
っ
て
生
じ

得
る
物
理
的
損
害
は
、
放
出
後
の
他
の
宇
宙
物
体
と
の
衝
突
に
よ
る

も
の
が
ほ
と
ん
ど
で
あ
ろ
う
と
予
想
さ
れ
る
こ
と
か
ら
、
少
な
く
と

も
国
際
関
係
に
お
い
て
事
後
統
制
は
ほ
ぼ
確
保
で
き
そ
う
で
あ
る
と

評
価
さ
れ
る
。
衛
星
運
用
国
を
含
む
打
上
げ
国
が
連
帯
し
て
過
失
責

任
を
負
う
、
と
い
う
宇
宙
損
害
責
任
条
約
上
の
仕
組
み
を
利
用
で
き

る
か
ら
で
あ
る
。
し
か
し
、
衛
星
運
用
国
が
必
ず
し
も
衛
星
運
用
の

許
認
可
規
定
を
整
備
し
て
い
な
い
た
め
、
許
可
・
継
続
的
監
督
の
空

白
が
生
じ
る
可
能
性
が
指
摘
さ
れ
る
。
解
決
策
は
国
内
法
制
定
で
あ

る
と
さ
れ
る
が
、「
き
ぼ
う
」
モ
ジ
ュ
ー
ル
か
ら
の
衛
星
放
出
を
依

頼
す
る
国
や
企
業
は
、
当
該
国
と
し
て
の
初
め
て
の
衛
星
を
放
出
に

よ
り
獲
得
す
る
場
合
も
少
な
く
な
く
、
国
内
法
制
定
は
容
易
で
は
な

い
。
そ
の
た
め
、
事
前
統
制
機
能
の
充
実
は
短
期
的
に
は
困
難
で
あ

る
。

　

Ｉ
Ｓ
Ｓ
か
ら
の
高
解
像
度
地
球
観
測
は
米
欧
の
ベ
ン
チ
ャ
ー
企
業

が
中
心
と
な
っ
て
行
う
が
、
そ
も
そ
も
リ
モ
ー
ト
セ
ン
シ
ン
グ
法
を

有
す
る
国
が
少
な
い
こ
と
に
加
え
、
リ
モ
ー
ト
セ
ン
シ
ン
グ
活
動
者

（
セ
ン
サ
ー
運
用
者
）
の
国
籍
国
の
リ
モ
ー
ト
セ
ン
シ
ン
グ
法
と
セ

ン
サ
ー
を
設
置
す
る
モ
ジ
ュ
ー
ル
提
供
国
の
リ
モ
ー
ト
セ
ン
シ
ン
グ

法
の
内
容
が
異
な
る
場
合
も
あ
り
、
事
前
統
制
機
能
が
十
分
に
働
く

と
は
言
い
が
た
い
状
況
で
あ
る
。
こ
の
点
に
つ
い
て
は
、
セ
ン
サ
ー

運
用
者
が
活
動
に
つ
い
て
よ
り
制
約
の
少
な
い
モ
ジ
ュ
ー
ル
で
の
活

動
を
選
択
す
る
傾
向
が
指
摘
さ
れ
、
そ
の
よ
う
な
国
の
リ
モ
ー
ト
セ

ン
シ
ン
グ
法
が
標
準
と
し
て
機
能
す
る
契
機
と
な
る
可
能
性
が
指
摘

さ
れ
る
。
し
か
し
、
現
状
と
し
て
、
各
国
国
内
法
の
共
通
部
分
が
機

能
す
る
と
い
う
意
味
で
の
、
事
前
統
制
機
能
が
発
揮
さ
れ
る
条
件
は

整
っ
て
い
な
い
。

　

そ
の
他
、
Ｉ
Ｓ
Ｓ
の
船
内
利
用
や
二
〇
二
〇
年
代
半
ば
以
降
の
可

能
性
と
し
て
の
Ｉ
Ｓ
Ｓ
に
接
続
し
て
利
用
す
る
商
業
宇
宙
ス
テ
ー
シ

ョ
ン
活
動
な
ど
に
つ
き
、
課
題
が
検
討
さ
れ
、
各
国
国
内
法
の
い
っ

そ
う
の
整
備
と
国
内
法
間
の
調
和
が
行
わ
れ
な
い
限
り
、
事
前
統
制

機
能
を
十
分
に
果
た
す
こ
と
は
で
き
な
い
一
方
、
事
後
統
制
機
能
に

つ
い
て
は
、
国
連
宇
宙
諸
条
約
と
Ｉ
Ｓ
Ｓ
協
定
の
運
用
に
よ
り
、
一

定
程
度
以
上
の
安
定
性
は
確
保
さ
れ
る
と
考
え
ら
れ
て
い
る
。

　

Ｉ
Ｓ
Ｓ
を
用
い
な
い
新
た
な
軌
道
上
の
活
動
と
し
て
は
、
二
〇
一

〇
年
代
末
期
に
開
始
し
た
数
千
機
以
上
の
小
型
衛
星
を
低
軌
道
で
組

み
合
わ
せ
て
運
用
す
る
高
速
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
提
供
や
時
間
解
像
度

の
高
い
リ
モ
ー
ト
セ
ン
シ
ン
グ
画
像
提
供
が
最
も
成
功
を
収
め
て
い

る
。
コ
ン
ス
テ
レ
ー
シ
ョ
ン
形
態
の
運
用
に
よ
り
、
低
軌
道
の
運
用
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衛
星
数
が
格
段
に
増
加
し
、
一
定
以
上
の
軌
道
を
占
拠
す
る
た
め
、

コ
ン
ス
テ
レ
ー
シ
ョ
ン
と
い
う
運
用
形
態
が
宇
宙
の
取
得

（appropriation

）
に
該
当
す
る
の
で
は
な
い
か
と
い
う
法
的
問
題

点
が
指
摘
さ
れ
る
。
そ
れ
に
対
し
て
は
、
本
論
文
で
は
、
国
際
宇
宙

法
や
国
際
電
気
通
信
連
合
（
Ｉ
Ｔ
Ｕ
）
憲
章
、
同
無
線
規
則
等
の
周

波
数
利
用
規
則
な
ど
に
照
ら
し
て
現
状
、
適
法
な
行
為
で
あ
る
と
判

断
さ
れ
る
。
概
し
て
、
衛
星
コ
ン
ス
テ
レ
ー
シ
ョ
ン
に
つ
い
て
の
事

前
統
制
機
能
、
事
後
統
制
機
能
は
と
も
に
未
成
熟
で
あ
り
、
新
た
な

活
動
の
限
界
線
を
呈
示
す
る
こ
と
は
、
現
状
で
き
な
い
。
同
様
に
、

軌
道
上
サ
ー
ビ
ス
活
動
や
Ｓ
Ｓ
Ａ
サ
ー
ビ
ス
に
つ
い
て
は
、
事
前
統

制
機
能
と
し
て
の
各
国
国
内
法
整
備
が
な
さ
れ
な
け
れ
ば
、
事
後
統

制
機
能
の
範
囲
は
明
確
に
は
な
ら
な
い
が
、
現
状
、
国
内
法
に
よ
る

規
律
は
甚
だ
不
十
分
で
あ
り
、
物
理
的
な
損
害
が
生
じ
た
場
合
に
つ

い
て
は
、
各
国
不
法
行
為
法
に
よ
り
補
完
さ
れ
る
形
で
国
際
宇
宙
法

上
の
損
害
賠
償
制
度
が
部
分
的
に
有
益
と
な
る
こ
と
が
予
想
さ
れ
る
。

さ
ら
に
、
将
来
構
想
と
し
て
の
宇
宙
資
源
探
査
ビ
ジ
ネ
ス
に
つ
い
て

は
、
新
た
な
軌
道
上
の
活
動
と
同
様
、
国
内
法
整
備
の
重
要
性
が
認

識
さ
れ
る
が
、
宇
宙
の
取
得
禁
止
問
題
と
深
く
関
わ
る
問
題
で
も
あ

り
、
宇
宙
資
源
探
査
活
動
の
正
統
性
を
確
保
す
る
た
め
に
、
国
連
宇

宙
諸
条
約
が
規
定
す
る
事
前
統
制
機
能
と
事
後
統
制
機
能
の
充
実
を

図
る
べ
き
で
あ
る
と
い
う
結
論
を
得
た
。

4　

結　

論

　

第
1
部
（
総
論
）、
第
2
部
（
各
論
）
の
検
討
を
通
じ
て
、
特
に

商
業
宇
宙
活
動
に
対
す
る
宇
宙
活
動
の
自
由
へ
の
制
約
は
、
各
国
国

内
宇
宙
法
に
規
定
さ
れ
る
許
認
可
・
監
督
制
度
に
よ
り
示
さ
れ
る
も

の
で
あ
り
、
今
後
も
さ
ま
ざ
ま
な
新
た
な
商
業
活
動
が
生
ま
れ
、
発

展
す
る
た
び
に
、
国
際
宇
宙
法
に
合
致
す
る
形
で
発
展
す
る
国
内
法

規
則
が
自
由
の
範
囲
を
修
正
し
て
い
く
こ
と
に
な
る
、
と
い
う
結
論

が
得
ら
れ
た
。
結
論
の
前
提
と
し
て
、
各
国
国
内
宇
宙
法
の
内
容
に

相
当
程
度
の
類
似
性
が
見
ら
れ
る
こ
と
が
挙
げ
ら
れ
る
。
そ
れ
は
、

各
国
国
内
法
の
許
認
可
基
準
が
、
国
連
内
外
の
国
際
機
関
の
ガ
イ
ド

ラ
イ
ン
や
標
準
に
依
拠
し
て
い
る
こ
と
が
多
く
、
ま
た
、
先
進
活
動

国
の
基
準
が
国
際
機
関
の
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
の
基
準
と
し
て
採
用
さ
れ

る
、
と
い
う
こ
と
で
相
互
に
影
響
を
与
え
つ
つ
発
展
し
て
い
く
か
ら

で
あ
る
。
本
論
文
の
特
色
は
、
宇
宙
活
動
の
自
由
の
範
囲
を
制
限
す

る
国
際
法
規
則
は
、
国
際
場
裏
で
の
調
整
を
経
て
形
成
さ
れ
る
条
約

に
よ
る
も
の
で
は
な
く
、
先
進
的
な
宇
宙
活
動
国
を
含
む
各
国
の
国

内
法
の
調
和
が
生
じ
、
デ
フ
ァ
ク
ト
ス
タ
ン
ダ
ー
ド
化
が
進
む
こ
と

に
よ
り
、
徐
々
に
国
際
法
の
漸
進
的
発
達
が
生
じ
る
過
程
で
明
確
化

さ
れ
る
と
評
価
し
て
い
る
点
で
あ
る
。
ま
た
、
副
次
的
に
、
現
在
発

展
し
つ
つ
あ
る
活
動
の
中
で
衛
星
コ
ン
ス
テ
レ
ー
シ
ョ
ン
運
用
な
ど
、
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早
急
に
自
由
の
範
囲
を
よ
り
明
確
化
す
る
法
整
備
が
必
要
な
分
野
も

抽
出
さ
れ
た
。

Ⅲ　

本
論
文
に
対
す
る
評
価

1　

本
論
文
の
最
も
優
れ
て
い
る
点
は
、
第
2
部
（
各
論
）
に
お
け

る
さ
ま
ざ
ま
な
新
し
い
宇
宙
活
動
に
つ
い
て
の
正
確
な
分
析
で
あ
る
。

二
〇
一
〇
年
代
末
期
か
ら
軌
道
上
の
活
動
は
一
変
し
た
が
、
新
た
な

宇
宙
活
動
に
つ
い
て
調
査
す
る
こ
と
は
、
実
は
、
相
当
に
困
難
で
あ

る
。
そ
の
理
由
は
、
民
間
企
業
が
関
わ
る
宇
宙
活
動
は
一
九
七
〇
年

代
初
頭
か
ら
三
〇
年
以
上
あ
ま
り
変
化
し
て
い
ず
、
二
〇
一
〇
年
代

半
ば
に
本
格
化
し
た
大
変
革
に
つ
い
て
は
、
国
連
や
国
家
の
関
与
が

薄
い
こ
と
も
あ
り
、
法
的
な
分
析
の
参
考
と
な
る
一
次
資
料
が
非
常

に
少
な
い
こ
と
に
よ
る
。
一
九
六
〇
年
代
か
ら
、
打
上
げ
手
段
を
も

た
な
い
国
も
友
好
国
の
ロ
ケ
ッ
ト
に
よ
る
打
上
げ
に
よ
り
、
国
と
し

て
の
通
信
衛
星
、
気
象
衛
星
な
ど
を
保
有
す
る
こ
と
は
可
能
で
あ
り
、

一
九
八
〇
年
代
末
期
以
降
は
、
自
国
領
域
内
に
打
上
げ
射
場
と
自
国

の
ロ
ケ
ッ
ト
と
い
う
打
上
げ
手
段
を
備
え
る
国
も
増
加
し
、
ま
た
、

一
部
の
宇
宙
先
進
国
で
は
、
打
ち
上
げ
提
供
業
や
通
信
・
放
送
衛
星

運
用
業
を
民
間
活
動
主
体
が
担
う
現
象
も
み
ら
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
。

少
し
遅
れ
、
リ
モ
ー
ト
セ
ン
シ
ン
グ
衛
星
の
運
用
や
画
像
販
売
業
も

一
定
の
発
展
を
見
せ
た
が
、
二
一
世
紀
に
入
っ
て
も
、
民
間
の
商
業

宇
宙
利
用
は
、
収
益
規
模
と
し
て
、
圧
倒
的
に
第
一
が
通
信
・
放
送

衛
星
運
用
、
第
二
に
打
上
げ
提
供
業
、
第
三
に
リ
モ
ー
ト
セ
ン
シ
ン

グ
画
像
販
売
業
で
あ
り
、
打
上
げ
提
供
や
リ
モ
ー
ト
セ
ン
シ
ン
グ
画

像
販
売
は
、
ビ
ジ
ネ
ス
継
続
の
た
め
に
政
府
、
特
に
安
全
保
障
部
門

を
顧
客
と
し
て
も
つ
こ
と
が
必
要
で
あ
っ
た
。
二
一
世
紀
に
は
、
Ｉ

Ｓ
Ｓ
の
運
用
、
測
位
航
法
衛
星
の
運
用
な
ど
活
動
自
体
は
拡
が
る
が
、

こ
れ
ら
は
政
府
が
実
施
す
る
事
業
に
留
ま
っ
て
い
た
。
民
間
の
新
た

な
宇
宙
商
業
利
用
が
確
立
し
拡
大
す
る
の
は
実
は
、
二
〇
一
〇
年
代

に
入
っ
て
か
ら
で
あ
る
。
第
2
部
で
最
も
詳
細
に
分
析
が
な
さ
れ
て

い
る
Ｉ
Ｓ
Ｓ
の
「
き
ぼ
う
」
モ
ジ
ュ
ー
ル
か
ら
の
衛
星
放
出
も
二
〇

一
二
年
に
開
始
し
た
が
、
日
本
で
は
こ
の
放
出
事
業
を
担
う
民
間
企

業
が
選
定
さ
れ
た
の
は
最
近
の
こ
と
で
あ
り
、
米
国
ナ
ノ
ラ
ッ
ク
ス

社
も
当
初
は
米
国
航
空
宇
宙
局
（
Ｎ
Ａ
Ｓ
Ａ
）
が
育
成
す
る
企
業
と

い
う
側
面
が
強
か
っ
た
。
も
と
も
と
は
、
宇
宙
機
関
が
責
任
を
も
つ

国
際
協
力
事
業
と
い
う
捉
え
ら
れ
方
を
さ
れ
て
お
り
、
民
間
企
業
の

活
動
の
許
認
可
・
監
督
に
つ
い
て
の
政
府
の
機
能
と
い
う
こ
と
は
表

に
は
出
て
き
に
く
い
活
動
で
あ
っ
た
。

　
「
き
ぼ
う
」
か
ら
の
小
型
衛
星
放
出
に
つ
い
て
簡
単
に
一
覧
で
き

る
資
料
が
あ
る
わ
け
で
は
な
く
、
Ｊ
Ａ
Ｘ
Ａ
が
関
係
す
る
部
分
（
Ｊ

Ａ
Ｘ
Ａ
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
、
打
上
げ
実
績
を
公
表
す
る
よ
う
に
な

っ
た
の
は
、
論
文
が
ほ
ぼ
終
了
す
る
頃
で
あ
り
、
そ
れ
ま
で
は
国
連
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宇
宙
部
や
民
間
機
関
が
出
す
衛
星
打
上
げ
記
録
な
ど
か
ら
逐
一
調
べ

る
必
要
が
あ
っ
た
。）、
ナ
ノ
ラ
ッ
ク
ス
社
が
関
係
す
る
部
分
（
私
企

業
の
Ｈ
Ｐ
か
ら
の
資
料
は
甚
だ
不
十
分
で
あ
る
）、
ま
た
、
衛
星
運

用
者
の
国
籍
国
を
調
べ
、
そ
の
国
が
衛
星
登
録
を
し
て
い
る
か
ど
う

か
を
調
べ
る
こ
と
な
ど
、
大
変
な
労
力
を
有
す
る
作
業
が
本
論
文
作

成
の
た
め
に
必
要
で
あ
っ
た
。
そ
の
よ
う
な
作
業
を
丹
念
に
行
い
、

ナ
ノ
ラ
ッ
ク
ス
社
が
開
発
保
有
し
た
複
数
の
小
型
衛
星
放
出
機
構
か

ら
の
放
出
作
業
が
い
つ
ど
の
よ
う
に
行
わ
れ
、
登
録
状
況
は
ど
の
よ

う
な
も
の
で
あ
る
の
か
等
を
調
べ
て
、
国
際
宇
宙
法
の
空
白
部
分
を

分
析
し
た
例
は
世
界
で
も
ほ
ぼ
初
め
て
で
あ
り
、
こ
の
点
は
最
も
高

く
評
価
し
た
い
。
国
際
宇
宙
法
分
野
で
は
、
従
来
打
上
げ
国
の
一
国

が
宇
宙
物
体
を
登
録
し
、
当
該
物
体
に
管
轄
権
を
行
使
す
る
こ
と
と
、

自
国
民
の
宇
宙
活
動
に
対
し
て
、
そ
の
国
籍
国
が
国
際
的
責
任
を
有

す
る
こ
と
を
基
本
と
し
て
責
任
と
賠
償
責
任
の
体
制
を
発
展
さ
せ
て

き
た
。「
き
ぼ
う
」
の
エ
ア
ロ
ッ
ク
を
用
い
て
行
う
小
型
衛
星
放
出

は
、
そ
も
そ
も
条
約
上
の
「
打
上
げ
」
に
該
当
す
る
の
か
が
不
明
で

あ
り
、
該
当
し
な
い
場
合
は
、
打
上
げ
国
を
起
点
と
し
て
作
り
上
げ

る
賠
償
責
任
体
制
の
維
持
す
ら
困
難
と
な
る
可
能
性
が
あ
る
。
登
録

簿
を
調
査
す
る
こ
と
に
よ
り
、
衛
星
運
用
国
が
か
な
り
の
程
度
登
録

し
て
い
る
事
実
を
把
握
し
、
登
録
国
は
打
上
げ
国
の
部
分
集
合
で
あ

る
こ
と
か
ら
、
自
国
民
の
宇
宙
活
動
に
対
す
る
責
任
と
打
上
げ
国
の

損
害
賠
償
責
任
の
所
在
が
空
白
に
は
な
ら
な
い
こ
と
を
確
認
し
た
の

は
、
本
論
文
の
大
き
な
成
果
で
あ
る
。

　

本
論
文
は
Ｉ
Ｓ
Ｓ
か
ら
の
小
型
衛
星
放
出
以
外
に
も
、
新
た
な
軌

道
上
の
活
動
で
民
間
企
業
が
関
係
す
る
も
の
ほ
ぼ
す
べ
て
に
つ
い
て
、

必
ず
し
も
容
易
で
は
な
い
が
、
可
能
な
限
り
活
動
の
実
態
を
公
開
資

料
か
ら
調
査
し
、
国
際
宇
宙
法
上
の
規
制
と
の
間
の
空
隙
が
ど
こ
に

あ
る
か
を
検
討
し
、
そ
れ
に
対
処
す
る
国
内
法
上
の
規
制
が
ど
こ
ま

で
有
効
な
も
の
と
な
っ
て
い
る
か
を
分
析
し
て
い
る
。
多
大
な
労
力

を
要
す
る
作
業
を
成
し
遂
げ
た
。
今
後
、
第
2
部
で
対
象
と
し
た

個
々
の
活
動
に
つ
き
、
考
察
を
深
め
て
い
く
こ
と
が
期
待
さ
れ
る
。

2　

国
際
宇
宙
法
は
、
第
二
次
大
戦
後
に
開
始
し
た
比
較
的
新
し
い

活
動
に
つ
い
て
の
法
と
い
う
こ
と
も
あ
り
、
国
連
総
会
で
作
成
し
た

条
約
が
形
式
的
法
源
の
中
心
と
な
っ
て
い
る
が
、
国
連
Ｃ
Ｏ
Ｐ
Ｕ
Ｏ

Ｓ
で
は
す
べ
て
の
決
定
に
コ
ン
セ
ン
サ
ス
を
要
求
さ
れ
る
た
め
、
Ｃ

Ｏ
Ｐ
Ｕ
Ｏ
Ｓ
メ
ン
バ
ー
が
増
加
す
る
に
従
い
、
条
約
作
成
が
困
難
と

な
っ
て
い
っ
た
。
そ
の
た
め
、
こ
れ
ま
で
五
つ
の
条
約
し
か
採
択
さ

れ
て
い
ず
、
本
論
文
の
問
題
関
心
の
中
心
で
も
あ
る
宇
宙
活
動
の
自

由
に
つ
い
て
、
活
動
ご
と
の
詳
細
な
規
則
を
定
め
た
条
約
、
ま
た
は

宇
宙
環
境
の
保
護
に
つ
い
て
の
条
約
な
ど
が
作
成
さ
れ
る
こ
と
も
な

か
っ
た
。
一
九
八
〇
年
代
以
降
の
宇
宙
活
動
は
、
国
連
総
会
決
議
等
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の
非
拘
束
的
文
書
の
内
容
を
各
国
が
国
内
法
に
取
り
入
れ
て
適
用
す

る
、
と
い
う
形
で
活
動
を
規
律
す
る
こ
と
が
ほ
と
ん
ど
で
あ
っ
た
。

そ
れ
が
比
較
的
成
功
し
て
い
た
の
は
、
他
国
に
委
託
し
て
打
ち
上
げ

た
衛
星
を
運
用
す
る
と
い
う
形
の
受
け
身
の
宇
宙
活
動
国
が
ほ
と
ん

ど
で
、
少
数
の
自
律
的
宇
宙
活
動
国
が
国
際
的
な
合
意
文
書
に
基
づ

い
て
制
定
す
る
類
似
の
内
容
の
国
内
法
を
適
用
す
れ
ば
、
実
質
的
に

は
新
た
な
条
約
に
近
い
効
果
を
発
揮
し
た
か
ら
で
あ
る
。

　

本
論
文
で
は
、
国
際
宇
宙
法
に
お
け
る
非
拘
束
的
文
書
が
も
つ
役

割
に
注
目
し
、
主
要
な
宇
宙
活
動
国
の
宇
宙
活
動
関
連
の
許
認
可
規

則
、
監
督
の
態
様
を
実
証
的
に
調
査
し
た
。
活
動
の
基
準
と
し
て
具

体
的
な
数
値
の
比
較
も
行
い
、
新
た
な
条
約
に
代
替
す
る
国
内
法
の

調
和
と
い
う
点
を
強
調
す
る
膨
大
な
一
次
資
料
に
当
た
り
、
各
国
の

許
認
可
の
基
準
を
調
査
し
た
点
は
、
実
証
的
な
研
究
と
し
て
高
く
評

価
で
き
る
。

（　

も
っ
と
も
、
本
論
文
に
は
問
題
点
も
存
在
す
る
。
最
大
の
問
題

点
は
、
宇
宙
活
動
自
由
の
原
則
の
限
界
線
の
明
確
化
と
い
う
問
題
意

識
と
総
論
で
の
結
論
が
各
論
に
よ
り
疑
問
の
余
地
な
く
回
収
さ
れ
た

と
は
必
ず
し
も
言
え
な
い
点
で
あ
る
。
宇
宙
活
動
自
由
の
原
則
の
限

界
線
は
、
事
前
統
制
機
能
で
あ
る
国
内
法
の
許
認
可
シ
ス
テ
ム
の
共

通
部
分
で
あ
り
、
事
後
統
制
機
能
で
あ
る
国
際
責
任
、
国
際
賠
償
責

任
の
解
除
の
仕
組
み
が
現
在
の
活
動
内
容
に
対
応
す
る
形
で
一
応
整

備
さ
れ
て
い
る
と
い
う
の
が
第
1
部
で
の
結
論
で
あ
っ
た
。
第
2
部

で
軌
道
上
の
新
た
な
活
動
を
検
証
す
る
過
程
で
、
現
時
点
で
ど
の
程

度
宇
宙
活
動
自
由
の
原
則
の
内
容
が
明
確
化
さ
れ
た
か
、
限
界
線
が

ど
こ
に
変
わ
っ
た
の
か
、
と
い
う
解
答
は
、
必
ず
し
も
定
量
的
と
い

え
る
ほ
ど
明
確
な
レ
ベ
ル
で
は
呈
示
さ
れ
て
い
ず
、
関
係
国
内
法
の

整
備
と
そ
の
調
和
と
い
う
事
前
統
制
機
能
が
不
十
分
な
現
状
も
あ
り
、

定
性
的
な
結
論
づ
け
に
と
ど
ま
っ
て
い
る
印
象
が
残
る
。
し
か
し
、

そ
の
点
は
ど
の
分
野
で
早
急
に
法
形
成
が
求
め
ら
れ
る
か
を
抽
出
し
、

明
確
に
記
載
し
た
こ
と
に
よ
り
、
定
量
的
な
指
摘
に
到
ら
な
か
っ
た

不
十
分
さ
を
十
分
に
補
っ
て
い
る
と
い
え
る
だ
ろ
う
。

　

ま
た
、
総
論
部
分
で
の
議
論
に
お
い
て
、
宇
宙
活
動
の
自
由
の
限

界
線
が
積
極
的
な
活
動
国
の
国
内
法
に
共
通
す
る
諸
基
準
で
実
質
的

に
定
ま
っ
て
い
く
こ
と
が
示
唆
さ
れ
て
い
る
が
、
そ
の
よ
う
な
実
質

的
基
準
が
ど
の
よ
う
な
過
程
を
経
て
、
国
際
法
規
則
の
確
立
に
転
化

し
て
い
く
の
か
、
ま
た
、
当
該
規
則
の
存
在
を
ど
の
よ
う
に
証
明
す

る
の
か
、
と
い
う
点
に
つ
い
て
の
論
証
が
必
ず
し
も
十
分
と
は
い
え

な
い
点
も
問
題
点
と
し
て
残
る
。
さ
ら
に
、
望
蜀
の
感
で
は
あ
る
が
、

宇
宙
活
動
の
自
由
に
関
し
て
信
義
則
及
び
権
利
濫
用
法
理
と
い
っ
た

法
の
一
般
原
則
に
よ
る
内
在
的
な
制
約
が
存
在
す
る
の
か
否
か
に
つ

い
て
の
検
討
が
望
ま
れ
た
。
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も
っ
と
も
、
国
際
宇
宙
法
は
、
自
律
的
活
動
国
の
数
が
現
在
で
も

少
な
い
こ
と
か
ら
す
で
に
四
〇
年
以
上
、
実
質
的
な
基
準
を
積
み
重

ね
て
国
際
的
に
運
用
さ
れ
て
い
る
と
い
う
沿
革
が
あ
り
、
一
部
の
国

の
頻
繁
な
国
家
実
行
に
対
す
る
国
際
社
会
の
沈
黙
を
ど
う
解
釈
す
る

の
か
と
い
う
慣
習
法
化
に
関
係
す
る
議
論
に
つ
い
て
、
こ
れ
ま
で
国

際
宇
宙
法
学
界
が
十
分
に
踏
み
込
ん
で
こ
な
か
っ
た
と
い
う
状
況
こ

そ
が
反
省
さ
れ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
も
い
え
る
。
総
論
各
論
と
も

に
、
今
後
深
め
て
い
く
こ
と
が
可
能
で
あ
り
、
ま
た
求
め
ら
れ
る
論

点
を
含
ん
で
お
り
、
竹
内
悠
君
の
今
後
の
研
鑽
が
期
待
さ
れ
る
と
こ

ろ
で
あ
る
。

Ⅳ　

本
論
文
審
査
の
結
論

　

以
上
の
よ
う
な
問
題
や
課
題
、
疑
問
点
は
本
論
文
に
残
さ
れ
て
は

い
る
も
の
の
、
本
論
文
は
、
宇
宙
活
動
の
自
由
の
限
界
点
が
ど
の
よ

う
な
要
因
で
定
ま
る
か
、
と
い
う
野
心
的
な
問
題
設
定
を
し
、
各
国

国
内
法
や
最
先
端
の
宇
宙
活
動
に
関
す
る
法
規
則
を
丹
念
に
調
査
し

て
お
り
、
特
に
国
際
宇
宙
法
の
最
先
端
分
野
の
実
証
的
研
究
と
し
て

学
界
に
貢
献
す
る
も
の
で
あ
る
こ
と
は
明
白
で
あ
り
、
そ
の
意
義
は

大
き
い
と
結
論
づ
け
る
こ
と
が
で
き
る
。

　

し
た
が
っ
て
、
審
査
員
一
同
は
、
本
論
文
が
博
士
（
法
学
）（
慶

應
義
塾
大
学
）
の
学
位
を
授
与
す
る
に
ふ
さ
わ
し
い
と
判
断
し
、
そ

の
旨
を
こ
こ
に
報
告
す
る
次
第
で
あ
る
。
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学
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教
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安
紀

法

学
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究

科

委

員　
　
　
　
　
　

副
査　
東
京
大
学
大
学
院
法
学
政
治
学
研
究
科
教
授　

中
谷　

和
弘

法
学
士
（
東
京
大
学
）　　
　
　
　
　




